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0. 実習の背景①

新型コロナウイルスによる感染拡大

第三波の発生の可能性

(グラフは12月11日0:00 時点の陽性者数の推移)

厚生労働省 https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kokunainohasseijoukyou.html

大

そして、12月で感染者数はより一層増加
社会全体の感染拡大予防として濃厚接触者の早期発見も重要
Go Toキャンペーンの見直しも検討されている

Go Toキャンペーンの実施と濃厚接触者の早期発見をしたい

コロナウイルスへの対応
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個人・・・手洗い、うがい、マスクの着用、
三密の回避

社会・・・個人の危機感を高める、ワクチン、治療薬の開発

この調査では社会的に感染拡大を抑えることに重きを置く

個人が感染予防対策を徹底することも大切ではあるが、

0. 実習の背景②

(1)感染予防

(2)感染拡大予防
感染者、濃厚接触者の迅速な特定、隔離
潜在的感染者に濃厚接触した可能性の高い人の早期検知
による、自宅待機や受診の徹底

①問題意識と目的
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1. 問題意識と目的①

アドタイ https://www.advertimes.com/20110802/article25191/

・問題意識１ COCOAの低迷
COCOAの普及率をアップさせるには？

→インセンティブを付加したら促進されるかもしれない

ポイント付与などのインセンティ
ブを設けることによって消費者
(今回は利用者)の心を掴める
のではないだろうか？
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1. 問題意識と目的②

外出自粛や営業時間短縮などによる経済の落ち込み
→経済対策として

Go To キャンペーンの登場！
しかし、、、感染拡大の要因になりかねない

・問題意識２
濃厚接触者の特定へのアプローチが足りない
→Go To キャンペーン申請時にCOCOAのインストール
継続使用を義務化
感染拡大防止の有効な手段の一つになるのでは？

1. 本実習調査の目的
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1. COCOAのインストール受容性の現状把握

2. インセンティブ付与によるCOCOAのインストール受容性促進の可能性の示唆

4. Go To キャンペーン申請時のCOCOAインストール・継続使用を義務化すること
によるCOCOA受容性促進の可能性の示唆

3. Go To キャンペーンがもたらした新型ウイルス感染症に対するリスク認知・感
染防止行動への影響把握

②仮説の説明
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2. KJ法から見えた問題点

「COCOA」に関する問題点

① 「COCOA」の普及率、認知度が低い
② GPSをオンにしないと使えない（android）といった

プライバシーに関する懸念（GPS情報は使われてはいない）
③ 入れるメリットより面倒くさいという感情が勝ってしまう

※特に学生

「Go To キャンペーン」に関する問題点

① 感染症対策と経済の両立 が実際にできているのか
② 「Go Toキャンペーン」を通じて

感染再拡大してしまうのではという不安

1. Go To キャンペーンによって人々のコロナに対する意識が変化し、個人の感染対策が
おろそかになる可能性がある
（コロナの感染拡大につながる可能性があるのではないか。）

2. 「自分が新型コロナウイルスに感染する可能性は低い」と考えている人ほどGo To 
キャンペーンを利用している、あるいは利用したいと考えている

3. Go To キャンペーン申請時にCOCOAのインストール・利用が義務付けられるとしたら、
COCOAをインストールする人が増加する

4. COCOAを継続的に利用することでポイントなどのインセンティブを得られるとしたら、
COCOAの普及率は向上する
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2. 仮説
KJ法から立てた仮説
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③アンケートの概要
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3. アンケートの概要
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調査対象

調査方法

回答形式

回答期間

設答数

筑波大学生・筑波大学教職員

Microsoft Forms を利用したアンケート

単一選択式、複数選択式、記述回答式 の組み合わせ 

11/16~11/25(10日間)

30問(説明部分を除く)

3. アンケート内容

② COCOAに関する内容

トラベルウォッチhttps://travel.watch.impress.co.jp/docs/news/1269468.html

① 新型コロナウイルスに対する意識

③ Go To キャンペーンに関する内容

NPO法人デジサポ：https://dsapo.org/cocoa-install/

3. アンケート結果の概要（１）

回答者の性別比

男性

女性

答えたく

ない
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①回答数：222名

②回答者の性別

男性：123名
女性：95名
性別不明：４名

3. アンケート結果の概要（２）

③回答者の身分・所属
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可能な限り外出を控える(Stay Home)

外出時の可能な限りのソーシャルディスタンス確
保

外出時の可能な限りの３密を回避

外出時・人近接時等のマスク着用

帰宅時の手洗いうがい

帰宅時・外出先等での手指消毒

学校・飲食店等での食事時の対面、会話を控
える

咳、くしゃみ時の咳エチケットを守る

マスクを外す、または廃棄時の取り扱い注意
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3. 新型コロナウイルスのリスク認知と感染予防対策
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

学生

教職員

感染する可能性が非常に高いと思う 感染する可能性が相当高いと思う

ある程度感染する可能性があると思う 少しは感染する可能性があると思う

感染することは全くないと思う

「ある程度感染する可能性があると思う」が大部分を占めていて、
そこから学生、教職員どちらも新型コロナウイルスが身近なものと
感じていないと推測できる。
その理由は身の回りに感染した人がいないから。 19

3. 学生と教職員のリスク認知の違い

④仮説の検証
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

16歳以上19歳以下

20代

30代

40代

50代

60代 コロナウイルスの脅威は弱まったと思うようになった

Go To キャンペーンの提携先への旅行ならば遠出も安全だと思うようになった

Go To キャンペーンの提携先への旅行に限らず遠出も安全だと思うようになった

Go To キャンペーンの提携先の飲食店であれば、会食などの複数人での食事も

大丈夫だと思うようになった

Go To キャンペーンの提携先の飲食店に限らず、会食などの複数人での食事も

大丈夫だと思うようになった

Go To キャンペーンの提携イベントであれば、大人数参加のものでも安全と思うよ

うになった

Go To キャンペーンの提携イベントに限らず、大人数参加のものでも安全と思うよ

うになった

変わっていない

その他

仮説１ GOTOキャンペーンがもたらした新型
コロナウイルスに対する
リスク認知・感染防止行動への影響

どの世代においても変わっていない人が多いが、特に若者はGoTo キャンペーンによって

新型コロナウイルスに対する意識が低くなった。

→若者のが致死率、重症化率が低いとの報道がされているから？ 21

Go To キャンペーン活用意向の実態とその理由

Go To トラベル
利用したことがあり、今後も

利用したい

利用したことはないが、今

後利用したい

利用したことがあるが、今

後は利用するつもりはない

利用したことはなく、今後も

利用するつもりはない

Go To イート
利用したことがあり、今後も

利用したい

利用したことはないが、今

後利用したい

利用したことがあるが、今

後は利用するつもりはない

利用したことはなく、今後も

利用するつもりはない

利用したい理由
・非常にお得に旅行ができるから
・経済的に困窮している観光関連業界やそれに関わる

様々な業種を支援することになるから
利用したくない理由
・感染リスクを増やしたくないから
・人気観光地を中心に再び感染が増加傾向にあるから

利用したい理由
・非常にお得に食事ができるから
・経済的に困窮している飲食関連業界やそれに

関わる様々な業種を支援することになるから
利用したくない理由
・感染リスクを増やしたくないから
・興味がないから
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

感染することは全くないと思う

少しは感染する可能性があると思う

ある程度感染する可能性があると思う

感染する可能性が相当高いと思う

感染する可能性が非常に高いと思う

教職員

利用したことがあり、今後も利用したい

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことがあるが、今後は利用するつもりはない

利用したことはなく、今後も利用するつもりはない

・学生も教職員も、おおむね感染リスク認知が低い回答者ほどキャンペーンへの参加意欲は高く回答した
⇒仮説２は成立している

・学生は感染リスク認知が高くても教職員と比較してキャンペーンへの参加意欲は高い
⇒新型コロナウイルスへの感染への恐怖心が少ない？

仮説２ 感染リスク認知とGOTOキャンペーン
（トラベル編）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

感染することは全くないと思う

少しは感染する可能性があると思う

ある程度感染する可能性があると思う

感染する可能性が相当高いと思う

感染する可能性が非常に高いと思う

学生

利用したことがあり、今後も利用したい

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことがあるが、今後は利用するつもりはない

利用したことはなく、今後も利用するつもりはない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

感染することは全くないと思う

少しは感染する可能性があると思う

ある程度感染する可能性があると思う

感染する可能性が相当高いと思う

感染する可能性が非常に高いと思う

学生

利用したことがあり、今後も利用したい

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことがあるが、今後は利用するつもりはない

利用したことはなく、今後も利用するつもりはない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

感染することは全くないと思う

少しは感染する可能性があると思う

ある程度感染する可能性があると思う

感染する可能性が相当高いと思う

感染する可能性が非常に高いと思う

教職員

利用したことがあり、今後も利用したい

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことがあるが、今後は利用するつもりはない

利用したことはなく、今後も利用するつもりはない

・ 学生・教職員共に、感染リスクが高い・低いに関わらず、今後の利用意向は大きな差がない
・ 実際に利用してみて、感染症対策がされていないことを実感して「感染する可能性が非常に高い」を
選択しているのではないか。
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仮説２ 感染リスク認知とGOTOキャンペーン
（イート編）
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COCOAｲﾝｽﾄｰﾙの実態とｲﾝｽﾄーﾙ有無の理由

25

インストールしたくない人の理由

・COCOAのインストール・利用が面倒くさいか
ら(約20%)
・セキュリティーやプライバシーの流出に不
安がある(約15%)
・COCOAによる感染症対策の効果が実感で
きないから(約15%)

インストールしている人の理由

・新型コロナウイルスの陽性の人との濃厚
接触した可能性について知らせてくれるか
ら(約45%)
・自分がインストールすることによって社会
の感染拡大防止や集団免疫獲得に貢献
できるから(約30%)
・検査の受診など保健所のサービスを早く
受けることが可能であるから(約15%)

0
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25 セキュリティ、プライバシー（個人情報や行動履歴の流出）に不安を感じる

国を信用できないから

COCOAのインストール、利用が面倒、面倒そうだから

COCOAによる感染症対策の効果を実感できないから

COCOAで濃厚接触の可能性が知らされても、保健所での検査対応が十分でないと報道

されているから

スマートフォン関連の問題（アプリ・データスペースの圧迫、電池の消耗、機種によっては

GPS ONにする必要があるなど）に不安があるから

感染者がCOCOAを利用しているとも限らないし、感染してもそのことをCOCOAに入力して

もらえるとも限らないので、感染者に濃厚接触しても通知されないかもしれないから

6割の人がインストールしないと効果がないと言われているから、スマホの普及率(65%)を
考えると、インストールしても無駄だから

COCOAをインストールするインセンティブ（動機付けの報酬）がないから

その他

仮説３ インストール義務化によるCOCOA
インストールの受容可能性

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

インストールはしたくない

もう少し機能を調べてからインストールをする

すぐにインストールしたいと思った

すでにインストールしている

すでにCOCOAをインストールしているから、そのままGo To 
キャンペーンを利用する

新たにインストールした上で、Go To キャンペーンを利用す

る

Go To キャンペーンに参加する全員がCOCOAをインストー

ルする義務を負うなら、自分もGo To キャンペーンを利用す

る

COCOAはインストールしたくないので、Go To キャンペーン

は利用しない

COCOAインストールの如何に関わらず、Go To キャンペーン

は利用しない
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「機能を調べてからインストールする」は約７割、「インストールしたくない」は約半数の人がGo To利用
のためにインストールすると回答をしているために、義務化によるインストール者の増加は十分見込める。

「Go To キャンペーン」の利用・満足度とCOCOAの
インストールの相関
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COCOAのインストールによる、「Go To キャンペーン」の利用には大きな変化は
見られなかった

Go Toキャンペーンに否定的な人ほど、COCOAにも否定的

仮説４ インセンティブを付与することによる
COCOAのインストール受容性
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

インストールはしたくない

もう少し機能を調べてからインス

トールをする

すぐにインストールしたいと思っ

た

すでにインストールしている

積極的に利用したい

継続的な利用は難しいが興

味はある

あまり利用したくない

全く利用したくない

「インストールしたくない」と答えた人の中で、過半数
の人が「利用したい」「興味がある」と答えているため、
ポイントによる効果はある

すでにインストールをして使ってい
る人ほど興味を示している

コロナに対するリスクを考えていない人
ほどCOCOAのポイント制に流されやすい
→高リスクと考えている人ほど

COCOAが自分に必要かを
わかっている

仮説４(続) どのくらいのインセンティブを
付加すればインストールするか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インストールはしたくない

もう少し機能を調べてからインストールをする

すぐにインストールしたいと思った

すでにインストールしている

10ポイントでもインストール

100ポイントならインストール

500ポイントならインストール

それ以上のポイントでないとインストールしない

29

ポイント付与条件：３か月の継続使用を前提として、インストールの３か月後にポイントを付与とする 
※ポイントカードメンバーの運営企業の負担分は、政府により補填

（インストール確認、継続使用の確認の実現方法は、ここでは議論しない） 

インストールに積極的な人ほど、少ないポイントでインストールし、インストールに慎重な人でも、
多いポイントが提供されれば、インストールする傾向にある。

まとめ⑤
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5. 提言
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COCOAとその他のサービスとの連携

⇒COCOAを使用するきっかけの増加を図る

https://www.kisuke.com/yu-imabari/archives/3666 https://www.maruo1.com/news/23732/ https://uni-seafood.com/958
https://pointclub.line.me/top/ja// https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.co.ccc.Tsite&hl=en_NZ&gl=US

連携 ポイント
交換

5. 今後の課題

課題1：COCOAに関する認知

GOTOキャンペーンのように

報道する場を増やす

国だけではなく

地方自治体、企業、学校で

積極的に利用を促進する
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課題2：危機感の薄まり

調査結果から”Stay home ”(外出自粛)や
ソーシャルディスタンスなどの対策が
疎かになってきた

→第三波に歯止めをかけるには
人々の意識向上が必要不可欠
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